



A survey of the actual conditions and the problems of activities  
of student school supporters







































































































































児童学科幼稚園教員養成コース   2名  （2.9%）





特別支援教育支援員   5名  （7.1%）
学習支援員  63名 （90.0%）
理科支援員   3名  （4.3%）
その他   3名  （4.3%）































































































































































































































１年未満（n1=45）   32 （71.1%）   22 （48.9%）   3 （6.7%）   4 （8.9%）   0 （0.0%）   3 （6.7%）
１年以上（n2=24）   13 （54.2%）   13 （54.2%）   6 （25.0%）   3 （12.5%）   1 （4.2%）   0 （0.0%）




回答内容の分類 １年未満 １年以上 不明 合計（割合）
担任教師と支援方法等について打ち合わせや情報交換が必要   22 （48.9%）   16 （66.7%）   0  （0.0%）   38 （54.3%）
学級の決まりについて支援員にも周知する必要   0 （0.0%）   2 （8.3%）   0  （0.0%）   2 （2.9%）
支援が必要な児童の情報収集，情報共有が必要   10 （22.2%）   3 （12.5%）   0  （0.0%）   13 （18.6%）
他の支援員と情報交換などする機会を設ける   5 （11.1%）   4 （16.7%）   0  （0.0%）   9 （12.9%）
ＴＴにより個別指導を強化   0 （0.0%）   1 （4.2%）   0  （0.0%）   1 （1.4%）
コーディネーターや特別支援学級担任，スクールカウンセラーなど，
担任以外の関係者とも話ができる機会を   5 （11.1%）   0 （0.0%）   0  （0.0%）   5 （7.1%）
教員の共通理解が必要   1 （2.2%）   0 （0.0%）   0  （0.0%）   1 （1.4%）







































































































１年未満（n1=45）   15 （33.3%）   11 （24.4%）   14 （31.1%）   11 （24.4%）   10 （22.2%）  6 （13.3%）
１年以上（n2=24）   10 （41.7%）   12 （50.0%）   6 （25.0%）   4 （16.7%）   4 （16.7%）  1  （4.2%）
不明（n3=1）   0 （0.0%）   0 （0.0%）   0 （0.0%）   0 （0.0%）   0 （0.0%）  1 （100.0%）
※％は n1～ n3それぞれの中での割合を示した。
河村 久　腰川 一惠﻿ 調査研究　学生支援員の活動実態と活動へのサポート上の課題
―﻿109﻿―
　本研究では，このような活動実態を踏まえ，学生が感じる支
援員としての問題点や課題，その問題点・課題の解決方法への
学生の意見，学校の学生支援員に対するサポートの状況につい
て調査した。
　その結果，「児童への接し方が分からない」という回答が最
も多く，次いで「支援の程度が分からない」という回答が多く
みられた。週に１回程度，あるいは不定期に支援に赴く学生に
とって，支援の必要な児童の理解を深め，特性等に応じた援助
を行うというのは非常に困難な課題である。しかも，複数学年
に配属される学生が多いというデータから，学校を訪問する度
に異なった学年・学級への支援を求められている状況が推測で
きる。とすれば，児童の理解を深めること自体が難しいという
ことも考えられる。学生は課題解決への意見の中で，児童につ
いての情報の共有や指導方法等についての打ち合わせや情報交
換を強く求めている。小学校の教員は今，非常に多忙であり，
打ち合わせ等を行う時間を確保することも難しい現状であるこ
とは十分理解できる。また，児童に関する情報については，高
度の個人情報に属する内容もあることから，学生支援員等への
情報提供に慎重になるといった事情もあるのではないかと推察
するところである。
　そこで，児童への支援体制を充実させ，学生等の支援員を有
効に活用するためには，次のような工夫が必要なのではないか
と考える。①計画的な配置，活動の充実を図るコーディネート
業務を行う担当者を明確にすること，②コーディネーターと配
属先の学級担任との連絡調整を行い，学年・学級によって食い
違いが生じないような配慮を行うこと，③本調査では支援ノー
トの活用という回答は少なかったが，支援員と打ち合わせする
時間が取りにくい場合，ノートや連絡票などを使って指示を行
うなどの工夫を行うことなどが考えられる。
　また，児童の情報共有については，支援員等外部のスタッフ
にも守秘義務が課せられていることを踏まえ，支援に必要な情
報については積極的に提供し，支援員も立場を自覚して支援に
当たるという体制を構築していくことが大切であろう。
　学生は，支援活動を通じて様々なことに気付き，成長してい
ることが分かる。児童の個性や特性等についての気付き，学習
指導の在り方や授業の進め方についての学び，学級経営につい
ての気付きなどは，将来の教員として必要な職業的な専門性の
基礎を身に付けていると受け取ることができる。また，支援活
動１年以上の学生では，支援員としての自らの在り方を振り返
り，学校・教員の実情を踏まえて活動をどのように行ったらよ
いか考えている様子が浮かんでくる。
　近年，大学において教職課程を履修する学生の多くが，何ら
かの形で小学校等においてボランティア活動等に従事するよう
になっており，小学校等の教育活動を円滑に進める上で欠かせ
ない人的資源の一つとなっていることは疑いがない。これは，
上で述べたように学生にとって教師としてのキャリア形成に向
けた基礎を培う上で大切な機会となっているといえる。しかし，
本調査で明らかとなったように，学生は支援員として活動する
中で様々な課題に直面し，適切なサポートを求めている。この
ことを学校現場と学生を派遣する大学とが共通理解し，適切な
サポート体制を構築していくことが重要である。また，学生を
派遣する大学と小学校や教育委員会との連携の在り方，大学で
の学生支援プログラムの在り方等について，今後検討が必要で
ある。
付記
　本調査研究のデータの一部は，2012年９月日本特殊教育学会
第50回大会において発表されている。
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